
「
小
中
一
貫
教
育
」
に

つ
い
て
、
文
科
省
・
中
教

審
の
「
作
業
部
会
」
２
０

１
２
年
７
月

日
報
告
で

13

は
、
慎
重
で
あ
る
べ
き
と

の
意
見
が
多
数
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

、

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ

学
校
が
変
わ
る
こ
と
に
よ

る
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機
会

が
な
い
、

、

特
に
地
方
に
お
い
て
は

学
校
が
町
の
中
心
に
な
っ

て
お
り
、
学
び
の
拠
点
で

あ
る
学
校
の
数
が
減
る
の

は
大
き
な
問
題
、

、

一
つ
の
自
治
体
の
中
に

学
校
制
度
を
複
線
化
し
た

場
合
の
効
果
は
不
明
、

、

人
間
関
係
が
固
定
化
し

新
た
に
出
発
す
る
機
会
が

失
わ
れ
、
閉
塞
感
等
を
感

じ
る
、

受
験
競
争
の
低
年
齢
化

を
招
く
懸
念
、

小
中
一
貫
教
育
で
出
さ

れ
て
い
る
課
題
は
、
現
行

制
度
に
お
い
て
対
応
可
能

な
面
が
多
い
、
等
で
す
。

諸
外
国
は
校
舎
別
々

「
作
業
部
会
」
で
は
、

諸
外
国
の
義
務
教
育
制
度

、「

」

も
調
べ

初
等
教
育
段
階

（
小
学
校
）
か
ら
学
校
制

度
を
複
線
化
し
て
い
る
国

、「

」

は
な
く

初
等
教
育
段
階

と
「
中
等
教
育
段
階
（
中
」

学
校
）
と
は
、
学
校
が
異

な
る
の
が
一
般
的
で
す
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
お
い

て
は
、
９
年
制
の
総
合
学

校
制
度
で
す
が
、
前
期
課

程
６
年
間
と
、
後
期
課
程

３
年
間
は
、
校
舎
が
別
々

に
存
在
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
「
報
告
書
」
が

、

出
さ
れ
た
後
、
２
０
１
２

年

月
に
第
２
次
安
倍
内

12
閣
と
な
り
「
教
育
再
生
実

、

行
会
議
が
つ
く
ら
れ

義

」

、「

務
教
育
学
校
の
制
度
化
」

が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

小
６
か
ら
中
１
へ
調
査

都
筑
学
氏
は
、
小
学
校

か
ら
中
学
校
へ
進
学
す
る

意
味
に
つ
い
て
、
２
０
０

０
年
か
ら
４
年
間
か
け
た

調
査
を
、
１
万
５
７
１
８。

人
を
対
象
に
行
い
ま
し
た

小
学
校
６
年
の
３
学
期

か
ら
、
中
学
校
１
年
の
１、

学
期
と
２
学
期
に
か
け
て

追
跡
調
査
を
し
ま
し
た
。

小
学
生
は
児
童
と
呼
ば

れ
、
中
学
生
は
生
徒
と
呼

ば
れ
る
。

児
童
期
は
ギ
ャ
ン
グ
エ

イ
ジ
の
時
期
で
、
群
あ
っ

て
子
ど
も
た
ち
が
遊
び
、

大
き
く
な
る
。

中
学
生
は
青
年
期
前
期

で
、
チ
ャ
ム
シ
ッ
プ
と
い

う
時
期
で
、
少
数
の
本
当

に
仲
の
良
い
親
し
い
人
と

深
い
関
係
を
結
び
な
が
ら

成
長
し
て
い
く
。

小
学
校
６
年
生
は
最
上

級
生
で
、
下
級
生
の
モ
デ

ル
と
な
る
よ
う
な
存
在
と

し
て
、
発
達
が
一
度
大
き

く
達
成
さ
れ
る
。

中
学
校
に
行
く
と
、
最、

も
下
の
学
年
に
な
る
の
で

最
上
級
生
か
ら
最
下
級
生

へ
、
大
き
く
変
わ
る
体
験

を
す
る
。

そ
の
中
で
、
も
う
一
度

自
分
を
一
か
ら
や
り
直
し

て
い
く
と
い
う
意
味
で
、

小
学
校
と
中
学
校
を
区
分

す
る
発
達
的
意
味
は
大
き

い
。

2023年 月 日９ 24
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9月 27人 16,680円
8月 32人 33,900円

５

ふ
る
さ
と
賛
歌

鈴
木
重
雄(

八
色
木)

八
栄
島
村
の
誕
生

明
治

（
１
８
８
９
）

22

年
４
月
１
日
、
藤
島
、
渡

前
、
東
栄
、
八
栄
島
、
長

沼
の
各
村
が
発
足
し
た
。。

八
栄
島
村
の
誕
生
で
あ
る

新
村
発
足
は
、
用
水
確

保
の
た
め
３
集
落
一
致
団

結
す
る
こ
と
、
そ
し
て
日

向
三
右
衛
門
が
提
供
し
た

共
有
財
産
の
絆
の
基
と
な

っ
た
。

歴
代
村
長

初
代

土
屋
久
礼
（
鶴

岡
）
明
治

・
７
～

・

22

23

７
（
有
給
）

２
代

日
向
中
兵
衛
八
（

色
木
）
明
治

・
８
～

23

29

・

（
名
誉
職
）

10３
代

中
世
古
一
慶
鶴
（

岡
）
明
治

・
７
～

・

30

34

７
（
有
給
）

４
代

日
向
政
治
（
豊

栄
）
明
治

・
７
～

・

34

38

５
（
名
誉
職
）

５
代

鈴
木
五
郎
吉
八
（

色
木
）
明
治

・
６
～
大

38

正
６
・
６
（
名
誉
職
）

６
代

日
向
順
次
郎
豊
（

栄
）
大
正
６
・
６
～

・
10

６
（
名
誉
職
）

７
代

石
川
米
太
郎
小
（

中
島
）
大
正

・
６
～

10

14

・
６
（
名
誉
職
）

８
代

鈴
木
五
郎
吉
八
（

色
木
）
大
正

・
６
～
昭

14

和
８
・
２
（
名
誉
職
）

９
代

渡
部
弥
惣
兵
衛

（
渡
前
）
昭
和

・
６
～

10

・
６
（
有
給
）

13

代

成
田
信
吉
（
豊

10
栄
）
昭
和

・
６
～

・

13

21

（
有
給
）

11

代

日
向
定
吉
（
豊

11
栄
）
昭
和

・
４
～

・

22

24

３
（
有
給
）

代

鈴
木
孝
藏
（
八

12

色
木
）
昭
和

・
４
～

24

29

・
３
（
有
給
）

昭
和

（
１
９
５
４
）

29

年

月

日
、
関
係
町
村

12

18

議
会
が
合
併
議
決
し
、
新

藤
島
町
が
誕
生
し
た
。

村
長
雑
感

鈴
木
五
郎
吉
村
長
（
八

色
木
）
は
、
明
治

年
６

38

月
か
ら
昭
和
８
年

月
ま

2

、

、

で
２
度
通
算
で

年
間

20

村
長
と
し
て
村
に
貢
献
さ

れ
た
。

特
に
教
育
熱
心
で
、
東

田
川
郡
き
っ
て
の
剛
腕
で。

知
ら
れ
た
人
物
で
あ
っ
た

健
康
に
恵
ま
れ
て
い
た

、

。

が
現
職
で
急
逝
さ
れ
た

享
年

歳
。
私
は
入
学
前

59

で
あ
っ
た
が
、
延
々
と
続

く
葬
儀
の
列
を
、
子
ど
も

心
に
覚
え
て
い
る
。

藤
沢
周
平
さ
ん
が
文
学

の
道
に
進
ん
だ
恩
師
上
野、

元
三
郎
先
生
を
招
へ
い
し

自
分
の
家
に
下
宿
さ
せ
た

人
で
あ
る
。

、

五
郎
吉
村
長
が
急
逝
し

渡
部
弥
惣
兵
衛
村
長
が
就

任
す
る
ま
で
、
２
年
３
カ

月
村
長
空
席
と
な
っ
て
い

る
。
多
分
代
理
を
置
い
た

で
あ
ろ
う
。

渡
部
弥
惣
兵
衛
村
長
渡
（

前
）
は
、
私
が
小
学
校
低

学
年
の
頃
、
学
校
行
事
で

挨
拶
さ
れ
た
の
を
見
て
い

る
。
細
身
の
長
身
で
羽
織

袴
に
、
八
の
字
の
髭
を
た

く
わ
え
た
立
派
な
人
で
、

悠
長
な
調
子
で
ワ
タ
ナ
ベ

ヤ
ソ
ー
ベ
ー
で
ご
ざ
る
と

言
っ
て
い
た
。
西
渡
前
の

故
・
渡
部
俊
三
山
形
大
学。

名
誉
教
授
の
家
で
あ
っ
た

「
小
中
一
貫
教
育
」
に
問
題
あ
り

小
・
中
を
区
分
す
る
発
達
的
意
味
は
大
き
い

「
小
中
一
貫
教
育
」
に
つ
い
て
、
２
０
１
２

年
の
中
教
審
「
作
業
部
会
」
の
報
告
と
、
都
筑

学
・
中
央
大
学
名
誉
教
授
（
心
理
学
）
の
調
査

・
研
究
か
ら
学
び
ま
す
。
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令
和
３
年
産
米
の
生

産
費
（
個
別
経
営
）

全
国
平
均
で
、

㌃
10

当
た
り
資
本
利
子
・
地

代
全
額
算
入
生
産
費
は

万
８
１
４
５
円
で
、

12
㎏
当
た
り
は
１
万
４

60７
５
８
円
で
し
た
。

家
族
労
働
費
と
自
己

資
本
利
子
、
自
作
地
地

代
を
含
め
た
所
得
は
、

㌃
当
た
り
１
万
１
４

10３
９
円
、
家
族
労
働
報。

酬
は
マ
イ
ナ
ス
で
し
た

本
当
に
金
が
な
い
人
の
気

持
ち
は
判
る
ん
だ
ろ
う
か

と
。
給
料
や
年
金
は
上
が

ら
ず
に
物
価
の
高
騰
は
ビ

ッ
ク
リ
を
超
え
て
い
る
の。

に
何
の
対
策
も
な
い
ん
だ

万
円
に
程
遠
い
国
民
年

10金
も
マ
ク
ロ
ス
ラ
イ
ド
で

削
ら
れ
て
い
る
ん
だ
。
生

活
保
護
費
も
削
ら
れ
て
。

こ
れ
が
今
の
政
治
だ
ヨ
。

▲
新
し
い
こ
ど
も
担
当
大

臣
に
は
、
そ
ん
な
弱
者
の

事
を
分
か
っ
て
い
て
、
喜

ん
で
子
ど
も
を
産
む
こ
と

が
で
き
る
社
会
環
境
を
作

っ
て
欲
し
い
と
思
っ
た
ん

だ
が
、
無
理
な
よ
う
だ
。

金
の
な
い
人
の
苦
労
話
ど

こ
ろ
か
、
隠
せ
な
い
程
の

金
を
集
め
て
い
て
何
年
も

遡
っ
て
訂
正
し
よ
う
と
い

う
苦
労
を
し
て
い
る
よ
う

だ
か
ら
。
参
っ
た
ネ
～
。

▲
先
代
は
、
幹
事
長
と
官、

房
長
官
を
務
め
た
ん
だ
が

そ
ん
な
力
で
庄
内
は
ど
こ

か
良
く
な
っ
た
か
？
角
栄

さ
ん
程
で
な
い
ま
で
も
、

あ
の
頃
、
高
速
道
路
と
か

新
幹
線
と
か
に
明
る
さ
は

あ
っ
た
け
が
？
（
石
川
）

明
治

年
８
月

日
出

19

31

羽
新
聞
。

日
議
事
堂
貸

22

渡
の
為
め
一
郡
連
合
会
を

同
議
事
堂
に
開
か
れ
た
る

が
同

日
閉
会
式
を
執
行

25

し
た
い(

マ
マ)

。
該
議
事

の
景
況
を
聞
く
に
原
按
の

通
り
貸
し
渡
す
事
の
決
議

に
な
り
た
る
も
其
の
借
家

料
は
一
ヶ
月
金
六
拾
円
の

割
な
り
と
随
分
驚
き
入
た

り
高
価
の
家
賃
な
り
。」

県
議
会
で
も
大
議
論
に

な
っ
た
の
で
、
県
で
も
担

当
者
を
連
合
村
会
に
派
遣

し
た
。
結
局
月
六
拾
円
と

い
う
高
い
家
賃
で
貸
す
こ

と
に
な
っ
た
。
と
い
う
こ

東
田
川
史
跡
物
語

先
号
の
修
正
と
補
足

青
山

崇

は
本
日
よ
り
連
合
村
会(

※

一
郡
連
合
村
会)

を
開
き
彼

の
臨
時
県
会
に
大
い
に
議

論
あ
り
た
る
共
有
議
事
堂

を
仮
郡
役
所
に
貸
す
や
否

や
を
も
審
議
す
る
よ
志
右

に
付
き
視
察
と
し
て
本
県

庶
務
課
よ
り
係
員
一
名
出

張
せ
志
と
云
う
。」

ま
ず
関
係
史
料
全
文
を

載
せ
る
。

明
治

年
８
月

日
出

19

22

羽
新
聞
「
東
田
川
郡
に
て

。

新
大
臣
へ
の
期
待

読
者
の
皆
さ
ん
に
こ
ん

な
経
験
の
あ
る
人
は
い
な

い
で
す
か
な
。
俺
に
は
一

度
だ
け
あ
る
ん
で
す
。
と

い
う
の
は
、
給
食
費
を
期

限
の
日
ま
で
に
持
っ
て
い

け
な
い
の
で
「
一
日
待
っ

、

て
く
れ
ド
」
と
先
生
に
こ

と
わ
る
事
で
す
。

▲
言
う
俺
は
、
小
さ
く
な

り
な
が
ら
上
目
遣
い
で
、

し
か
も
小
さ
な
声
で
し
ゃ

べ
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
受

け
る
先
生
の
嫌
～
な
あ
の

顔
。
そ
ん
な
顔
を
一
度
な

ら
ず
も
見
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
生
徒
は
、
学
校。

が
イ
ヤ
に
な
る
や
な
～
と

▲
我
が
鶴
岡
市
も
、
多
く

の
市
民
の
要
求
に
共
産
党

の
提
案
で
給
食
費
が
無
償

に
な
っ
た
。
だ
か
ら
、
給

食
費
が
遅
れ
る
と
断
る
苦、

労
は
無
く
な
っ
た
の
だ
が

思
う
の
は
、
自
民
党
な
ど

で
特
に
何
代
目
ナ
ン
テ
い

う
議
員
に
は
、
そ
ん
な
経

験
は
な
い
だ
ろ
う
と
。

▲
だ
か
ら
、
政
権
党
で
は

「
共
有
議
事
堂
」
な
ど
検

討
す
べ
き
こ
と
も
あ
る
の

で
、
先
号
を
修
正
・
補
足

す
る
。

と
か
ら
「
共
有
議
事
堂
」

と
は
い
え
、
所
有
者
は
一

郡
連
合
会
で
あ
る
の
で
郡。

会
議
事
堂
と
は
い
え
な
い

ま
た
郡
会
は
こ
の
時
点

で
法
的
に
制
定
さ
れ
て
い

な
い
。
た
だ
郡
役
所
内
敷

地
を
貸
し
て
い
る
の
で
、

郡
役
所
が
議
事
堂
を
使
用

し
て
も
費
用
は
と
ら
な
い

関
係
だ
っ
た
と
思
う
。

し
た
が
っ
て
、
当
時
の

文
書
も
、
郡
会
を
と
っ
て

議
事
堂
と
の
み
し
て
い
る

と
思
わ
れ
、
初
代
郡
会
議

事
堂
と
は
い
え
な
い
。

 令和２年産米生産費 (単位：円)

10aあたり 60kgあたり

山形県 全国 山形県 全国

物財費 75,622 77,777 7,960 9,060

労働費 26,613 34,729 2,803 4,044

生産費 116,400 129,186 12,254 15,046

粗収益 123,848 114,012 13,042 13,274

所得 40,814 27,751 － －

家族労働報酬 28,532 14,009 － －

粗収益 125,982 115,407 13,267 13,436

所得 42,948 29,146 － －

家族労働報酬 30,666 15,404 － －

下段：経営所得安定対策等の交付金を加えた場合

 生産費は「資本利子・地代全額算入生産費」

 資料：政府統計 農業経営統計調査 農産物生産費「令

和２年産米及び麦類の生産費」2022.03.31公表

 令和３年産米生産費 (単位：円)

10aあたり 60kgあたり

山形県 全国 山形県 全国

物財費 81,471 77,954 8,246 8,978

労働費 26,987 33,506 2,733 3,860

生産費 124,227 128,145 12,576 14,758

粗収益 106,910 97,723 10,823 11,256

所得 17,791 11,439 － －

家族労働報酬 4,622 － －▲1,914

粗収益 108,369 99,628 10,971 11,475

所得 19,250 13,344 － －

家族労働報酬 6,081 － －▲9

下段：経営所得安定対策等の交付金を加えた場合

 生産費は「資本利子・地代全額算入生産費」

 資料：政府統計 農業経営統計調査 農産物生産費「令

和３年産米及び麦類の生産費」2023.03.31公表

＝粗収益－｛生産費総額－（家族労所得
働費＋自己資本利子＋自作地地代 ｝）

＝粗収益－（生産費総額－家族労働報酬
家族労働費）


